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希学園 第 401 回 公開テスト 小６ 理科 2025 年 10 月 12 日実施 模範解答 制限時間 30 分 
 
 

 
 

 

 

１ 
 

⑴ エ ⑵ エ ⑶ ア ⑷ エ 

 

⑸ ウ ⑹ ウ ⑺ エ ⑻ ア 

 
 
 
 

２ 
 

⑴ ① 肺胞 ② イ ⑵ ウ ⑶ ア ⑷ ウ ⑸ ① Ａ ② Ｃ 

 
 
 
 

３ ⑷ 完答 
 

⑴ ① 褶 曲
しゅうきょく

 ② 断層
だんそう

 ⑵ エ 

 

⑶ イ ⑷ ①  10 ｍ ②  5 ｍ ⑸  15 ｍ ⑹ ア 

 
 
 
 

４ ⑵ 順不同完答 
 

⑴ ① イ ② エ ⑵ ア ウ 

 

⑶ Ｘ 36 Ｙ 400 ⑷ ウ ⑸ 160 

 
 
 
 

５ 
 

⑴ ① Ｐ ② Ｓ ⑵ ①  2 個 ②  2 個 

 

⑶ ① Ｃ ② Ｄ ⑷ Ａ，Ｂ 
(順不同完答) 

 

 

 

 
 

 

 

［配点］１：各 2点×8問＝16 点 ２～５：各 3 点×28 問＝84 点 計 100 点 

  



 

 

 

希学園 第 401 回 公開テスト 小６ 理科 2025 年 10 月 12 日実施 解説 
 

 

 

３ 
 

⑷ 地点Ａの火山灰層の標高：120ｍ－30ｍ＝90ｍ 

 地点Ｂの火山灰層の標高：110ｍ－40ｍ＝70ｍ 

 地点Ｃの火山灰層の標高：115ｍ－10ｍ＝105ｍ 

① 南北方向：(90ｍ－70ｍ)÷2＝10ｍ 

② 東西方向：(105ｍ－90ｍ)÷3＝5ｍ 

⑸ 地点Ｄの火山灰層の標高：90ｍ－10ｍ×3＋5ｍ×5＝85ｍ 

 100ｍ－85ｍ＝15ｍ 

⑹ 各地点の火山灰層の標高は，右図のようになる。 

 

 

４ 
 

⑶ はじめの粉末Ｐに含まれる砂の重さはＸ 36 ｇである。また，水を 100ｇ加えたときにちょうど 36ｇの食塩がすべてとけることが分

かり，63ｇのとけ残りは 36ｇの砂と 63ｇ－36ｇ＝27ｇのホウ酸である。100ｇの水にはホウ酸は 36ｇ－27ｇ＝9ｇまでとけることが分

かる。よって，36ｇのホウ酸をすべてとかすのに必要な水はＹ 400 ｇである。 

⑷ はじめの粉末Ｑの重さは 108ｇ，含まれる砂の重さは 36ｇであるため，食塩とホウ酸を合わせた重さは 72ｇであり，粉末Ｐと同じで

ある。また，グラフ２の形により，食塩とホウ酸が同時にとけきることが分かる。食塩の方がホウ酸よりもとけやすいため，粉末Ｑは

粉末Ｐのホウ酸の一部を同じ重さの食塩に入れかえたものである。 

⑸ 100ｇの水には食塩とホウ酸が合わせて 36ｇ＋9ｇ＝45ｇとける。合わせて 72ｇの食塩とホウ酸がとけるのは 100ｇ×
72ｇ

45ｇ
＝160ｇの

水を加えたときである。 

 

 

５ 
 

⑴① スイッチＰを閉じると，豆電球Ａが点灯する。 

② スイッチＳを閉じると，直列つなぎの豆電球Ｂ，Ｃ，Ｄが点灯する。 

⑵① スイッチＰ，Ｑを閉じると，豆電球Ａと豆電球Ｂが並列つなぎになって点灯する。 

② スイッチＲ，Ｓを閉じると，直列つなぎの豆電球Ｂ，Ｄが点灯する。 

⑶ スイッチＰ，Ｒ，Ｓを閉じると，豆電球Ａと直列つなぎの豆電球Ｂ，Ｄが並列つなぎになって点灯する（図１）。 

 スイッチＱ，Ｒ，Ｓを閉じると，豆電球Ｄと並列つなぎの豆電球Ａ，Ｂが直列つなぎになって点灯する（図２）。 

⑷ スイッチＰ，Ｑ，Ｒ，Ｓを閉じたとき，豆電球Ｃ，Ｄはかん電池の＋極と直接つながっている導線（図３の太線）どうしの間につな

がれているため点灯せず，豆電球Ａと豆電球Ｂが並列つなぎになって点灯する。 
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